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 今回の受賞者 3 名を中心に、開発経済学における RCT 研究は急速に普及し、新たなスタ
ンダードとなった。それどころか、開発経済学を経済学のトップフィールドの一つに押し上









のはやはり理論の論文であり、それぞれ被引用回数は 7184 回と 3429 回である 2。それに




れるのは 4 位の 1874 回である（先述のバナジーらとの共著論文）。しかも、この RCT の論
文が公刊されたのは 2015 年とごく最近である。 
 一方、共同受賞のクレマーの最も有名な RCT 研究については、多くの研究者が一致して







も言える（伊藤 2016）。バナジー、デュフロの 2 名だけでなく、クレマーも共同受賞した背
後にはこの論文があることが想像に難くない。 
 しかし、3 氏による RCT 研究のほとんどが 2000 年代以降と比較的最近であり、論文の
被引用回数も過去の受賞者と比較して決して多いとは言えない。通常、ノーベル経済学賞は
受賞理由となった研究の公刊から約 30 年後に授与されている（依田 2013）ことを考える
と、やはり今回の受賞は例外的な早さであったといえよう。特にデュフロについては、ノー
ベル経済学賞の受賞者のなかでも歴代最年少ということも象徴的である。 
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2 被引用回数については、いずれも 2019 年 11 月 19 日時点の google scholar での検索結果
に基づく。 
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